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研究成果の概要（和文）：グローバル化が進むアジア開発途上国では、経済インフラが充実し集積の利益を享受
している地域とそうでない地域との社会経済格差が広がっている。従来、地域間格差の計測には地域所得データ
が用いられてきた。しかし、地域所得データは生産活動から得られる付加価値ベースのデータで、地域の生活水
準を必ずしも反映していない。本研究では、アジアの開発途上国に焦点を当て、生活水準をよりよく反映する家
計調査データにより地域間あるいは都市農村間格差を計測し、家計間所得格差が地域間あるいは都市農村間格差
によりどの程度説明されているかを分析した。研究結果を踏まえ、アジアの開発途上国における格差是正のため
の方策を探った。

研究成果の概要（英文）：Globalization has worsened socioeconomic disparity between regions that 
enjoy agglomeration economies and have access to good economic infrastructure, and those that lack 
such infrastructure. Traditionally, researchers have often used regional GDP data from regional 
income accounts to measure regional income disparities. However, regional GDP is only a measure of 
the value added generated by productive activities and may not necessarily reflect the standard of 
living in each region. To address this limitation, this study utilized household survey data to 
estimate regional and urban-rural disparities in several developing Asian countries and examined the
 extent to which these disparities contribute to household income or consumption expenditure 
inequality. The study also explored policies that could help reduce such inequality.

研究分野：開発経済学、地域経済学

キーワード： 地域間格差　都市農村間格差　家計調査データ　アジア開発途上国　所得格差要因分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究代表者は、インドネシアとフィリピンの家計調査データを用いて地域間あるいは都市農村間格差の分析を行
ってきた。本研究では、これらの国に加えてブータン、ミャンマー、バングラデッシュなど他のアジア開発途上
国の家計間所得（消費支出）格差も計測し比較分析を行った。一方、地域間格差の計測には従来地域所得データ
が多く用いられてきた。しかし、地域所得データは生活水準を必ずしも反映していない。本研究では、生活水準
をよりよく反映する家計調査データを用いてグループ内とグループ間の格差に分解可能な格差尺度により所得
（消費支出）格差の分析を行った。したがって、社会的意義と学術的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化が進むアジアの開発途上国では、経済インフラが比較的充実し集積の利益を享受
している地域とそうでない地域との社会経済格差が広がっている。地域間格差の拡大は、社会を
不安定化し持続可能な社会経済発展を阻害する大きな要因になっている。地域間格差の計測に
は従来地域所得（GRDP）データが用いられてきた。しかし、地域所得（GRDP）データは様々な
生産活動から得られる付加価値ベースのデータで地域の生活水準を必ずしも反映していない。
例えば、天然資源が豊富な地域は資源から得られる付加価値は極めて高いが、これらの地域の生
活水準は必ずしも高くない。また、エンクレーブ（飛び地）的な発展を形成するケースが多く域
内の社会経済格差や貧困率が高い場合が多い。地域間所得格差の計測には３つの類型がある。第
１は、人口シェアで重み付けをしない一人当たり地域所得により格差を計測する方法で、新古典
派経済成長論に基づく地域間ベータ収束やシグマ収束に関する研究などで多く用いられている。
しかし、人口シェアの小さい（大きい）地域が過大（過少）に評価されるという問題がある。第
２の類型は、人口シェアで重み付けをした一人当たり地域所得により格差を計測する方法で、こ
こでは、家計間の所得格差を念頭に置いているが、それぞれの地域に属する家計はすべてその地
域の平均家計所得を得ているものと仮定して格差を計測する。第１と第２の類型では通常地域
所得（GRDP）データを用いて地域間格差を計測する。したがって、生活水準の地域間格差を必
ずしも反映していない。それに対して第３の類型では、家計調査による所得あるいは消費支出デ
ータを用いて地域間格差を計測し、計測された地域間格差が家計間所得（消費）格差をどの程度
説明しているかを分析する。ここでは、グループ内とグループ間格差に要因分解可能なタイル尺
度などの格差尺度が通常用いられる。本研究プロジェクトは、このような問題意識を背景に計
画・実施された。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、グローバル時代のアジア開発途上国に焦点を当て、地域の生活水準をよりよく
反映する家計調査データを用いて地域間あるいは都市農村間格差を計測し、家計間所得（消費）
格差が地域間あるいは都市農村間格差によりどの程度説明されているかを分析することである。 
 
３．研究の方法 
地域間格差の計測には従来地域所得（GRDP）データが用いられてきた。しかし、地域所得（GRDP）
データは様々な生産活動から得られる付加価値ベースのデータで、地域の生活水準を必ずしも
反映していない。本研究では、地域の生活水準をよりよく反映する家計調査データを用いて地域
間あるいは都市農村間格差を計測し、家計間所得（消費支出）格差が地域間あるいは都市農村間
格差によりどの程度説明されているかをグループ内とグループ間の格差に分解可能なタイル尺
度や変動係数などの格差尺度により分析した。したがって、本研究は上記の第３の類型に分類さ
れる。 
 
４．研究成果 
(1) 1996年から 2010年までの家計調査データを用いてインドネシアの家計間消費支出格差の推
移を空間的な観点から分析した。都市農村間の格差は消費支出格差の約 15-25％を説明して
いるが、それに対して県・市間の格差についてはその寄与度に関して都市と農村地域で異な
る値を示していることが分かった。都市と農村の構造的な違いを考慮して２段階格差分解手
法により県・市間格差の消費支出格差への寄与度を計測すると約 15-25％になる。すなわち、
都市農村間格差と県・市間格差を合わせると消費支出格差への総寄与度は約 40％になる。 

(2) 2005年と 2010年の家計所得消費データを用いてバングラデッシュの教育と所得格差に関す
る分析を行った。この研究ではまずバングラデッシュを都市と農村地域に分け、Gini係数に
より都市農村間と都市農村内の教育格差の分析を行った。教育をほとんど受けていない家計
が 2010 年時点でも約半数おり、家計間の教育格差は依然高い。特に農村地域の無教育家計
の比率は非常に高く、総教育格差を押し上げる要因になっている。一方、Blinder-Oaxaca 手
法による都市農村間の所得格差の分析によると、教育格差が都市農村間所得格差の主な要因
になっている。したがって、初等教育の拡充と強化は所得格差是正のために重要な政策課題
である。 

(3) 2005年から 2013年までの州別・産業別の地域所得データを用いて２次元格差分解手法によ
りインドネシアにおけるサービス産業化と州間所得格差の分析を行った。この研究によると、
州間所得格差の約 70％から 80％がジャワ・バリ地域内の州間格差により説明できることが
分かった。また、ジャワ・バリ地域内州間格差寄与度が分析対象期間増加しているが、その
多くはサービス産業、特に商業部門と交通通信部門の州間格差寄与度の上昇により説明でき
る。 

(4) 2007年と 2012年の家計調査データを用いてブータンにおける教育と消費支出格差に関する
分析を都市と農村間の構造的な違いを考慮して行った。この研究ではまずブータンを都市と
農村に分け、ジニ係数により都市農村間と都市農村内の教育格差の分析を行った。60％以上



の家計が学校教育を受けていないことから家計間の教育格差は非常に高い。特に農村地域の
無教育家計の比率は非常に高く、総教育格差を押し上げる要因になっている。Blinder-Oaxaca
手法による都市農村間の消費支出格差の分析によると、教育格差が都市農村間消費支出格差
の主な要因になっている。したがって、農村地域における初等教育の拡充と強化は消費支出
格差是正のために重要な政策課題である。消費支出格差は南アジアの中では高い水準にある。
中高等教育の拡充は都市部における中高等教育を受けた家計間格差を高めており、総消費支
出格差を高める要因になっている。 

(5) 2006年と 2012年の家計調査データを用いて、ミャンマーにおける教育と消費支出格差に関
する分析を都市と農村間の構造的な違いを考慮して行った。消費支出格差は大きく拡大して
おり、アセアン諸国の中では非常に高い水準にある。分析期間中の経済成長率は年率で 10％
超を記録しているが、この高成長は高所得家計に特に恩恵を与えており、これが消費支出格
差を高める要因になっている。都市農村間の消費支出格差は非常に低く、都市農村内の消費
支出格差の総消費支出格差に占める寄与度は 95％になっている。また、都市と農村内におけ
る教育グループ間の消費支出格差も非常に小さく、教育グループ内の格差が総消費支出格差
の 90％を説明している。都市内の高等教育を受けた家計間消費支出格差は非常に大きく、ま
た分析期間中大きく上昇している。総格差が拡大しているが、その主な要因は都市内の高等
教育を受けた家計間消費支出格差の増加である。 

(6) 家計調査データを用いてインドネシア、フィリピン、ミャンマーにおける教育と消費支出格
差に関する比較研究を都市と農村間の構造的な違いを考慮して行った。インドネシアとフィ
リピンに関しては教育格差が都市農村消費支出格差の大きな要因になっており、したがって
都市農村間教育格差を縮小させることは全体の消費支出格差縮小のために有効である。この
２か国では都市部の高等教育を受けた家計間の消費支出格差が大きく、大学など高等教育機
関の質的な格差是正も総消費支出格差を是正するために必要である。一方、ミャンマーにつ
いてはインドネシアとフィリピンと異なり都市農村間および教育水準間の消費支出格差が
非常に小さく、したがって初等・中等教育を受けた家計グループ内の格差縮小は総消費支出
格差是正のための重要な政策課題である。 

(7) 2007、2012、2017年の家計調査データを用いて、ブータン農村地域の経済成長と貧困削減に
関する分析を行った。また、操作変数プロビットモデルを用いて、貧困の要因分析も行った。
ブータンの貧困率は、南アジア諸国の中では比較的低い水準にある。しかし、都市の貧困率
が 1％程度に対して農村では 12％と都市農村間で大きな格差が存在する。農村地域の貧困削
減には、水力発電や観光産業からの副次的な収入による成長だけではなく農業をベースにし
た小規模産業による成長促進が必要である。また、農村における教育水準は非常に低く、基
礎的なインフラ整備と共に義務教育のさらなる拡充が必要である。 

(8) 2010から 2020年までの産業別地域所得データを用いて、2020年 2月から急増している新型
コロナ感染症がインドネシアの地域間所得格差にどのような影響を及ぼしているかを変動
係数による二次元格差分解手法を用いて分析した。ホテル産業、運輸業などの観光産業への
依存度が高い州ではパンデミックにより地域経済が大きな打撃を受けており地域総生産は
大きく減少した。一方、農林水産業への依存度が高い東インドネシア地域ではあまり影響を
受けておらず、影響度に関して地域間で大きな格差が存在する。また、情報通信業や金融関
連業はパンデミック下でも引き続き高い成長を記録しており、これらの産業は地域間格差の
主要な要因になっている。 

(9) 家計調査データを用いて、インドネシアとフィリピンにおける教育と消費支出格差に関する
比較研究を都市と農村間の構造的な違いを考慮して行った。教育水準が都市農村間消費支出
格差の大きな要因になっており、都市農村間教育格差を縮小させることは総消費支出格差縮
小のために有効である。また、都市部の高等教育を受けた家計間消費支出格差が大きく、大
学など高等教育機関の質的な格差是正も総消費支出格差を是正するために必要である。 

(10) 2000から 2017年までの省別・産業別地域所得データ（2000年実質データ）を用いて中国に
おける省間所得格差の要因分析を変動係数による二次元所得格差分解手法を用いて行った。
中国を東部沿海・中部・西部地域の３地域に分解して省間格差の要因分析を行ったが、総省
間所得格差の約 55-60%が最も発展している東部沿海地域と中部・西部地域との地域間所得
格差に起因していることが分かった。近年減少傾向にあるが東部沿海地域と西部地域との所
得格差は特に大きい。総省間所得格差は 2005-2012の期間大きく減少しているが、その主な
要因は西部地域開発戦略による優先的な地域経済開発である。しかし、2017年時点で西部地
域の一人当たり所得は東部沿海地域の 60%以下であり、総省間所得格差のさらなる削減には
中部地域を含めた内陸地域の優先的な総合経済開発が必要である。一方、総省間所得格差の
約 40-45%は 3 地域内の省間格差によるものであるが、その多くは高度成長を牽引している
工業セクターの東部沿海地域内省間格差に起因している。 
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